
「レジャー＆スポーツジャパン in Okinawa」出展報告書
2025年2月20日・21日



2

１ レジャー＆スポーツジャパン in Okinawa の概要

【概要】

日本最大のスポーツ・街づくり総合展『SPORTEC』と日本最大のテー
マパーク・アウトドア・レジャー産業総合展『レジャー＆アウトドアジャパン』
のコラボレーションによる、リゾート開発が盛んな沖縄レジャー・スポーツ業
界の発展のためのリアルなコミュニケーションの場として開催された展示会。
沖縄では初開催。

期間:２０２５年２月２０日ー２１日で実施

会場:沖縄コンベンションセンター
会場の様子①

開会式の様子②
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２ 学内体制・出展

【出展検討・実施委員】
藤本淳也（スポーツ科学部教授 広報・ブランディング委員⾧）
土屋裕睦（スポーツ科学部教授）
沼田薫樹（スポーツ科学部専任講師）
スポーツ局、広報室、庶務部

卒業生や4月からの入学予定者、スポーツ関連企業関係者等
２日間合計約１００名が本学ブースへ来訪した。

【出展】
目 的: 運動部活動指導認定プログラムの紹介

連携事例の紹介・募集
大学院の紹介・受験案内・学生募集

担当者: 河島・岡田（スポーツ局）、大坪（広報室）
藤本・土屋（スポーツ科学部）

大体大ブース 配布資料① 配布資料② 配布資料③ 掲示ポスター（一部）
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３ 主催セミナー

セミナー 「産学連携による運動部活動改革の挑戦:大学が描く未来のスポーツエコシステム」

日 時:2025年2月21日（金）10:15-10:45

登壇者:藤本淳也（スポーツ科学部）、土屋裕睦（スポーツ科学部）、河島晋太郎（スポーツ局）

参加者:15人（関係者除く）

会場の様子

登壇者：（左から）河島、土屋、藤本）

01 ⼤学紹介・ 趣旨説明

藤本淳也（スポーツ科学部・教授）

03 運動部活動改⾰プロジェ クト の概要と現状

河島 晋太郎（スポーツ局・統括ディレクター）

02 グッ ド コーチの育成とその社会的意義

土屋裕睦（スポーツ科学部 教授）

04
産学官連携によるスポーツエコシステム
の構築へ向けて

藤本淳也（スポーツ科学部・教授）

本セミ ナーの流れ

運動部活動指導認定プロ グラ ム

32

u 社会人対象

u 現在の指導者のリスキリングの機会とする

u 運動部活動指導者、または地域スポーツ指導者を目指して学ぶリカレント教育の機会とする

u 指導者の「継続的な学び」の機会提供と、指導者ネットワーク構築によって英知と経験の共有の機

会とする

⼤阪体育⼤学「 スポーツSDGs」 ウェ ブサイト

43

産学連携で社会課題に取り組むことで、企業そして大学の社会貢献推進とブランド価値の向上へ

運動部活動改⾰ プ ロ ジ ェ ク ト が取り 組む２ つ の事業

現役学⽣ 対象

①「 グッ ド コーチ養成セミ ナー」

⼀ 般社会⼈ 対象

②「 運動部活動指導認定プログラム」
履修証明プログラム

⼤体⼤ と企業で構築する⼤学スポーツエコシステム
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教育力 研究力

社会貢献力

⼤体⼤ の⼒＝３ つの本物 企業
SDGs経営

大体大を使おう！ 社会のために。

本セミナーの趣旨

企業経営において、 企業の社会的責任（ CSR） や持

続可能な開発⽬標（ SDGs） が重要な要素である。

⼤学は、 教育・ 研究機関としての役割を超え、 地域

や社会との協働を通じた社会貢献が求められてる。

n ⼤阪体育⼤学が推進する「 運動部活動改⾰プロジェ クト 」 を例として、 産業界との連携が持続可

能なスポーツエコシステムの構築にどのよう に寄与できるかを解説する。

n 特に、 CSR（ 企業の社会的責任） やSDGs（ 持続可能な開発⽬標） の観点から、 地域社会と産業

界が共創する具体的なモデルについて新たな発⾒ と実践のヒント を探る。

⼤阪体育⼤学の３ つの本物の⼒ ： 教育⼒ 研究⼒ 社会貢献⼒

グッ ド コ ーチ養成セミ ナー

u 学部⽣ ・ ⼤学院⽣ を対象

u 学⽣を「 グッ ド コーチ」 として養成する （ 教育課程外の講座）

u 運動部やスポーツクラブの指導充実や指導者確保を求める運動部に学⽣ を紹介

（ マッ チング） する

u 学校教育・ 社会教育の現場と ⼤学が連携して未来の指導者を育てる

26

グッ ド コ ーチ養成セミ ナー
近未来の指導者を、現場と共に育てるシステム

プレゼンテーション資料（一部）
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３ その他

開会式の様子 沖縄コンベンションセンターの隣で開催されていたプロ野球チームキャンプの様子


